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・中国や極東ロシアなど東アジア・北東アジア諸国の経済的な急成長に伴い、北陸地方との間で物流・人流が急激に拡大。
今後もこの傾向が続くものと予測。
・国際分業の形態が複雑化しており、物流の重要性が一層高まる。
・東アジア・北東アジア諸国で日本との国際交流推進に対する要請が高まる
・新潟県中越地震など北陸地域内外で発生する大規模な災害への対応。
・地域の独自性を持った豊かな自然、文化の存在。地域づくりへの積極的な活用。

現状と課題

東アジア・北東アジア諸国を始めとする海外とのゲートウェイの役割

世界の生産拠点としての重要性が増し、日本海を自体のポテンシャルが高まる中で、東アジア・北東アジア諸国に対して、日本側
のゲートウェイとしての役割を果たす。また、日本海側基幹航路の増加により、北陸企業の国際競争力を高める。

・国際物流ネットワークの拡充による国際競争力の強化【国際海上物流ターミナル整備、国内物流ターミナル整備、空港の利
便性向上に資する整備、「北陸ブランド」の輸出促進 等】
・日本海交流軸の拠点機能の拡充【国際代替物流機能の確保、東アジア・北東アジア諸国の観光資源とも連携した広域観光
交流の推進】
・海上交通の利便性の向上【域内海上交通の安定航路の確保】
・産業活動の支援と活性化【工業製品の原料・エネルギー源の安定供給を図るエネルギー港湾、多目的国際ターミナル整備、
産業交流ゾーンの形成】

－安心できる産業活動、市民生活－

北陸特有の自然災害などの克服

企業の生産活動や市民生活の基礎となる災害等からの安全
性を確保する。

・地震、海岸侵食等の自然災害の克服
【港湾・空港の防災拠点化、海岸の面的防護】
・すべての人が安全、快適に暮らせる生活環境の実現
【港湾・空港へのユニバーサルデザインの導入】
・冬にも強い経済社会活動の確保
【静穏度確保のための防波堤整備、航空機の定時就航のた
めの空港整備】
・海難事故の防止及びテロ等に対する危機管理対策の強化
【外港展開による航路埋没対策、油回収体制の確保、港湾テ
ロ防止対策 等】

－地域活性化の資源発掘－

豊かな自然や文化を活用した地域活性化

四季の変化に応じて様々な面を見せる自然やそれと共に育
まれてきた文化を観光など地域活性化の資源として活用する。

・美しく豊かな海辺の自然との共生
【水域環境の保全・再生、周囲の景観との調和 等】
・歴史・文化を活かした個性的で魅力ある空間の創出
【港の歴史を活かしたまちづくり、施設への伝統工芸の取
り込み】
・地域環境への負荷の軽減と循環型社会の構築
【リサイクルポート整備、廃棄物最終処分場の確保、複合
一貫輸送に対応した内貿ターミナルの整備】

地域づくりの方向性と具体的取り組み

ビジョンの実現に必要な多様な主体との連携・協働

・東アジア、北東アジア地域の動向把握、交流推進【東アジア・北東アジア等関係諸国との連携・協力の促進、同地域に関する日
本国内における理解の促進、日本海の環境保全 等】

・広域的な港湾間の連携【自治体・関係機関・民間等との共同によるポートセールス、利用者のニーズに合わせた施設の計画策
定・整備、広域的な港湾の管理・運営 等】

・既存の社会資本の有効活用、地域特性に応じた社会資本の整備【港湾・空港施設整備へのローカルルールの適用 等】

・地域住民、ＮＰＯ等との連携・協働【港湾・空港の整備段階から住民等の意見把握、ＮＰＯ等との地域振興活動との連携 等】

港湾・空港を取り巻く状況の変
化への対応した北陸地域づくり

＜北陸港湾・空港ビジョンの概要＞

①海と空を活かした元気な北陸の創出 －国際交流・産業活動の支援－

②安全・安心な北陸の海と暮らしの実現 ③豊かな海辺の自然との共生とみなとまち文化の継承
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